
令和６年度地域みらい留学参画
事業説明会

    　 令和５年10月3日・6日　
　　   地域みらい留学事務局　（一財）地域・教育魅力化プラットフォーム　内
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地域からの出口となっている「高校」の魅力化（全国生徒募集）を核にして、

高校を存続し、地元進学・家族層の維持・増加や、UIターン・関係人口増加に繋げる

多様性の高い魅力ある地域の高校で生きる力を育み、地域の担い手づくりにも繋げる

教育・地域過疎化スパイラル 地域・教育魅力化スパイラル

若者流出
減少

地域教育
資源・

学級・教員減

生徒減
(→学校統廃

合)

生徒・若者の

意欲・能力
誇り・肯定感

減少

過疎化
少子化
加速

家族流出

日本各地に広がる悪循環 人づくり・人の流れづくりの好循環

UIターン・
関係人口・
出生率増

地域教育
資源

・人材増

地域内・外
入学生増

→高校存続

生徒・若者の

意欲・能力
誇り・肯定感

醸成

地域
活力増

家族定住
教育移住
（一極集中是正）
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 【共有】 全国生徒募集を通して実現したいビジョン

高校魅力減 高校魅力化
（全国生徒募集）



高校魅力化の起点となる「全国生徒募集」 　全国生徒募集・高校魅力化の課題と打ち手（各種支援事業案）
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支援事業

①地域みらい留学

➂現状の
見える化・評価

②コーディネーター
採用・配置

期待成果

募集枠の充足
+

入学後3年間の
暮らし・学びの充実

課題

募集活動のPDCA推進・継続的な
予算確保に向けたエビデンスづくり

①の募集活動を企画・推進し、
入学後3年間を支える人員確保

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ /ーﾊｳｽﾏｽﾀ /ー公営塾ｽﾀｯﾌ等）

高校存続・定員充足に向けた
募集広報～受入れまでのプロセスづくり

募集枠の充足
+

自地域の事業評価
を通したエビデンス

募集枠の充足

③

②

①

3つの重点課題に取り組むための各種支援事業を展開
参考：R5年4月入学の県外生徒数（地域みらい留学92校平均値）：約8名/校
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 【シミュレーション】地域みらい留学が及ぼす効果（財政・経済）

・地域外生徒1名入学につき、3年間で約300万円の直接的な収入見立て
・加えて、間接的な収入が短期・中長期で見立てられる

　 項目 算出方法
年間

(万円）

直接短期

　地方交付税 国勢調査で算出（5年に1度） 20

　寮・下宿費
地域みらい留学校の平均

→5万/月×12カ月
60

　生徒の日常的な消費
食事、交通、日用品、娯楽など

→月1万×12カ月
12

　保護者・知人友人
　関係者の消費

食事、宿泊、観光、視察など
→保護者2名×1.5万/滞在×2回/年 6

合計/年間 98

間接短期
地元生の地域外流出抑制による財政・経済効果

教職員やコーディネーターの雇用維持・増加による財政・経済効果

間接
中長
期

移住・定住の増加（UIターン・残留）
関係人口・滞在人口の増加（ふるさと納税、学生、教育、企業関係者等の増加）
地域活性化（生徒の成長、高校の魅力化による新規事業や起業者の増加等）

＋

＋

地域外生徒
１名入学につき

3年間で

約300万円



１．地域みらい留学事業
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9月対面合同募集相談会の様子
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☑2日間でのべ1318以上（※）のブースへの訪問がありました！ 
※2日間の参画校ブースに訪問した数の暫定合計数 



募集状況のご報告
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2022年合説 2023年合説

第1回：6月4,5日

第2回：7月9,10日

第3回：8月6,7日

第4回：9月3,4日

第5回：9月24日（東京対面）

第6回：10月30日

第1回：6月10,11日

第2回：7月22,23日

第3回：8月26,27日

第4回：9月23,24日（東京：対面）

第5回：10月15日

第6回：10月28日（追加）

平日夜：9～10月でテーマ別15回（追加）

☑7月のマイナス傾向を受けて、告知・合説を追加。 
→合説予約者数（ユニーク数）は対前年105％で推移。 

2022年 2023年 対前年 対前年

合説予約者数
（ユニーク数）

※9月24日まで

1870 1963 ＋93 105％



今期課題仮説
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☑コロナが明けたことによるマイナス影響があったと推測 

【要因①】
中学生向けの

告知物（チラシ・WEB）の増加

【要因➁】
以前の活動の復活

（部活・塾・親の仕事等）

　
　

 
☑「チラシの配布率・閲読率のダウン」「WEB広告が表示されにくい」ため、 
中学生・保護者が認知する機会の減少 
 
 
☑土日の活動が増えて、イベントかぶり等で土日イベントに参加しにくい 
 
 
☑都会でできることが増えたことでの”地域志向”の落ち着き 

 



学校・自治体アンケートの結果共有
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☑52名様のご回答ありがとうございました。 

生徒募集満足度 

満足の理由

不満の理由

☑意欲の高い生徒が年々増えている。 
☑昨年度より全国募集で志願してくれる中学生が増えそうな感触がある。 
☑地域みらい留学が全国募集を成功させるための唯一と言ってもいいほどのツールだと実感した。 

☑近年定員割れが続いているため。 
☑テーマ別説明会の参加者少ない 
☑全国には魅力的な学校が多数あり、生徒募集に効果があったかは疑問。 



効果があると感じるもの
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☑対面説明会の効果を実感 

理由

☑新規の方との出会いもあり、また不安を抱える保護者とも 
　じっくりお話しできた 
☑ふらっと話を聞いてくれる人がいたから 
 



増やしたいもの/減らしてもいいもの
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☑増やしたい：対面合説/ノウハウ共有/平日合説 
☑減らしてもよい：土日オンライン合説/平日合説 

増やしたい

減らしてもよい



対面実施場所
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☑東京（75%）＞大阪（44%）＞名古屋・札幌（6%）＞福岡（2%） 

東京 大阪 札幌 福岡 名古屋

回答数 39 23 3 1 3

率 75% 44% 6% 2% 6%



対面：時期/回数
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☑時期：9月＞8月＞6月＞7月 
☑回数：2回（57%）＞1回（36％）＞3回（5%） 

実施時期

回数



対面説明会内で実施できるとよいこと
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来期に向けて検討 
 
☑保護者相談会（保護者の名前の声を聞く機会）※事務局主催（47%） 
☑テーマ別学校紹介セッション（41%） 
☑各学校の１分間プレゼン（34％） 



参考：平日合説の参加者数
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☑平日テーマ別説明会の各回の予約・参加者は多い傾向 
参考：6月合説　1グループ平均予約:14人 
　　　平日合説  1グループ平均予約:25人 

参加校の感想

☑たくさんの申し込みがあり有意義でした。 
☑テーマ毎、１校３分という中学校へのわかりやすさが良いと感じた。 
☑実施すること自体は良いですが、1高校当たり3分のプレゼンは短く感じまし
た。 
☑終了が20時と遅いため、30分早めるか、終了時間を厳守していただきた
い。 
 

テーマ 参加数 予約数

9/5 山の中 36 52
9/7 海の近く 25 35
9/11 離島 33 48
9/13 寮 50 78
9/15 北海道 18 23
9/20 関東中部 14 19
9/27 下宿生活 16 27

合計 192 282



資料：進学検討時期/決定時期
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☑1学期までに「検討開始」、2学期以降に「決定」が多い 

1学期から検討

2学期に決定

志望校検討時期

志望校決定時期

※ベイン＆カンパニー社市場調査結果より



資料：進路決定要因
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☑雰囲気・説明会での決め手が多い　→　対面の場を重視したい 

志望校選択基準

志望校選択の情報源

※ベイン＆カンパニー社市場調査結果より



令和6年度　募集方針
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参画費内での登壇可能数は変わらず、土日を減らし、平日を増加。（対面は各校ごとに追加） 
 
☑対面合説を1→最大3回に増加（ただし、2回目以降は有料・希望制） 
☑進路検討者の多い6・7月から対面を実施。 
　参加数も多いタイミングで多くの学校との接点を作り、夏のオープンスクールにつなげる 
☑進路決定者が増える8月末にも対面を実施。 
　検討者の決定率を上げつつ、新規検討者の9・10月のオープンスクールにもつなげる 
☑参加者の多い平日のテーマ別合説の比率を増加（各校月1回程度） 

対面①➁ 
6月（東京） 
7月（大阪） 

5月　　　  6月　　　　7月　 　　8月　　　9月　　　10月　　　11月　　　 

関東・関西層 

オープン 
スクール 

地方層・ALL 
土日オンライン 

6～8月 

　 　進路検討期間  　 　　　進路決定期間 

ALL 
平日テーマ別説明会（オンライン） 

　　　　　　　5月～10月 

対面➂ 
8月末（東京） 

学校説明会 

留学説明会  留学制度説明会（オンライン） 

オープン 
スクール 



令和５年度と令和６年度の変更点
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令和５年度 令和６年度

地域みらい留
学合同募集
説明会・相談
会

対面 東京１回 東京２回、大阪１回
（登録料は１回分を含む。追加
は別途有料）

オンライン ・土日　計６日間
　(6/10-11,7/22-23,8/26-27)
・平日14日（9月-10月）

・土または日　計３日間
・平日96日（5月-10月）
　※平日は1校当たり月1回程度想定

zoomアカ
ウント

有料プラン 対象外（各校申込）
背景：各校での契約の増加、個別相談会は
30分でZOOM無料版40分の範囲内

WEBサイト・会員登録
ダッシュボード機能

ネット予約可能
参加者の一元管理が可能

ネット予約可能
参加者の一元管理が可能

ガイドブック（冊子） 全76ページ・ダウンロード版
及び製本配布

検討中

WEB広告・チラシ配布・
中学校向け架電

強化

研修・交流会 年５回 年３～５回予定

・令和５年度の状況を踏まえて、対面合説、平日合説の回数を増やす 



■対面学校相談会を3回実施 
10月末〆切の参画仮申し込み書にて申し込みください。 
・1回分は参画費に含むが、2回目以降は有料。  
・ただし、最少催行数を設定し、満たない場合は実施なしとします。  
・参加者が多い6月を中心にしたご参加を推奨しますが、学校都合で別の日程でも可能。  

対面合説の実施予定
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日程 開催場所 最少催行数

6月29日（土）30日（日） ＠東京
未定

60校

7月20日（土）21（日）(仮)
※日時10月中旬正式決定予定

＠大阪
未定

40校

8月24日（土）25日（日） ＠東京
オリンピックセンター（代々木）

60校

■2回目以降の費用
1回追加　税別250,000円　税込275,000円
2回追加　税別450,000円　税込495,000円　（2回追加の場合は55,000円割引）

※費用に含むもの：2023年のオリンピックセンターと同様
　会場費・備品費用・参加者募集のための広告費用・当日の運営費用
※費用に含まないもの：各校参加者の交通費・宿泊費
※追加金額は2024年度テスト的に実施する金額のため,2025年度以降実施する場合は変更となる可能性があります。



受検
入学

目
的

広報 合同イベント

全体・各校の
認知の最大化

各校への
接点数の最大化

学校主催
イベント

各校の
動機付け・不安解消

オープンスクール

（現地訪問）

　  チラシ
・WEB・SNS
等全国的広報

　　　　東京・大阪
「合同学校説明会・相談会」

広
報
支
援

プロ
セス
支援

全国生徒募集の事例等を学ぶ、オンラインでの交流機会の実施

各校のイベント告知・予約受付が可能な「WEBサイト」
参加者の一元管理が可能な「管理画面（ダッシュボード）」の運用
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A B

令和６年度地域みらい留学支援内容（案）

　オンライン「合同学校説明会・相談会」
土または日・平日の通年開催

C

各校の全国生徒募集、オープンスクール（現地訪問）につながるように広報支援 

C

D



２．コーディネーター採用・配置支援事業
（令和５年度　下半期）
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コーディネーター採用・配置事業の導入に向けて



①生徒募集の広報・PR
　└全国生徒募集（地域みらい留学）における、募集・広報業務など

②生徒の週末の生活支援
　└ハウスマスター（学生寮スタッフ）、休日の地域活動の支援など

③教育課程外の学習機会の支援
　└公営塾スタッフ、公民館を使った場の運営など

④教育課程内の学習サポート
　└探究学習のカリキュラムの企画・サポート、特色ある教育プログラムの
活動支援など 　

⑤外部機関（自治体、大学、民間企業等）連携
　└コンソーシアム運営、ビジョン計画策定や協議会の運営など

地域
コーディネー

ト
機能

学校における
コーディネート

機能

協働体制
コーディネート

機能

学校と地域をつなぐコーディネーターの業務イメージ

・本事業で対象とする「コーディネーター」は以下の①～⑤
・高校・自治体の状況により、コーディネーターの配置人数や業務は様々ですが、
①全国生徒募集②ハウスマスター③探究学習のサポートを担うケースが多い。
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 採用・配置・育成の全体像（学校・自治体の失敗例）

✓採用から育成のどこかに歪みが生じると、コーディネーターは機能
しない。採用～育成を一気通貫で計画することが重要。 

人件費も確保できた！！
ただ、何をお願いするのか具
体的な業務のイメージが実は
できていない・・・

「コーディネーターの仕事が定
義できていないまま」なんとか
着任へ。
あれ、コーディネーターって先
生たちに求められている・・？

3か月後、「事前に面接で
聞いていた業務と違う」
「悩みを相談できる人がい
ない・・・」
（やめようかな・・・）
早期離職・・

計画

育成 採用

配置
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地域×教育における知見と人材領域の知見を組み合わせることで、コーディ
ネーターの採用～受け入れ～立ち上がりまで一気通貫で支援

価値
の

源泉

知る
財源確保から、募集方法、受け入れ準備に関して、一連のノウ
ハウ（他地域の事例含む）を提供

出会う
社会におけるコーディネーターの知名度を向上させ、
希望者と効率的に出会える仕組み（サイト・イベントなど）を提
供

学び
合う

初任者コーディネーターが役割を認識し、早期立ち上がりがで
きるよう、地域を越えて学び合う場を提供

提供
価値

背景・課題感　～コーディネーターの必要性～

人材採用・配置
領域の知見

地域×教育における
コーディネーター

配置・採用・育成の知見 ×

コーディネーター採用・配置事業概要
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背景・課題感　～コーディネーターの必要性～

「サイト掲載・

合同募集説明会」

を通じた採用支援

「受入担当者研修」

を通じた配置支援

「着任後研修」

を通じた立ち上げ支援

配置前

5月～3月（年6回）

着任前

内容：　コーディネーターの採用・受け入れにおける成功
　　　　ポイント、事例の共有
対象：　学校、自治体採用担当者
時期：　4月・6月（オンライン）　※下期参画は11月・1月
時間：　16:00～17:00予定（60分）

内容：　コーディネーター着任後の心構え、基礎知識の習得
対象：　着任１年以内のコーディネーター及び学校、
　　　　自治体担当者双方で参加推奨
回数：　12月・1月　2回連続（オンライン）　
時間：　15:00～16:30（90分）

内容：　コーディネーター希望者との出会いの場
　　　　（1分自治体プレゼン紹介、個別説明会など）
対象：　コーディネーター希望者を全国から集客
回数：　5月・7月・9月・11月・1月・2月　（オンライン）
時間：　13:00～14:30（土曜日）または、
               19:00～20:30（平日）

令和6年度コーディネーター採用・配置事業概要
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地域×教育に関わる仕事の魅力をWEBサイトに掲載！

● 地域×教育の仕事に出会えるサイトに掲載
● 自治体・学校を対象とした研修において、受入に向けた心構えや業務設計シート、

応募者との面談マニュアルなどのノウハウを提供。



全国16地域

求人掲載

年間イベント
参加者

233名

１自治体あたり
の面談数

5~10名

● 合同募集説明会イベントを、年６回オンラインにて開催
● 地域×教育に興味がある人をイベントに集め、自治体・高校とコーディネーター

希望者との接点や個別面談（個人情報獲得）につなげる

※令和4年度実績　5回※令和5年度実績 ※令和4年度実績
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自治体担当者

校長

参加者 参加者

応募者

自治体・学校プレゼン 個別説明・面談へ

コーディネーター希望者と効率的に出会える合同募集説明会



広報準備 内定・採用面接合同募集説明会

目
的

認知拡大
（コーディネーター職を世の中

に広める）

興味喚起
　（コーディネーター職への興味、各地

域・求人への興味喚起をする）

不安解消・動機づけ
（個別の不安や悩みの解消、動機づ

けを行う）

意思確認
（ここで働く覚悟があるか確

認する）

取
組
内
容

・求人サイト
 -コーディネーターと
は？
 -各地域、求人紹介

▽全体説明
▽現役コーディネーターの紹介
▽地域・学校紹介
▽座談会

・オンライン面接
・現地での最終面接

・現地訪問（職場見
学、住居探しなど）

10名
個人情報

獲得

3名
オンライン

zoom

1名
書類応募
現地面談

7月 12月9月末8月

求
人
公
開

・青少年交流センター「新潮学舎」ハウスマスター
・施設において地域・企業等との交流会
・学習会の企画運営
※年収　280万～360万円（住み込みの場合）
※地域おこし協力隊制度

着
任

募集内容

・福岡県出身の30代
・民泊等の経験があり、教育にも興味があり、説
明会に参加
・教育長の熱意に惹かれて移住決意

採用内定者

30

ハウスマスターを全国募集し、採用・着任へ！事例 北海道福島町

募集活動から、採用～配置まで、半年以上かかることが多い

内
定



・受入自治体及び学校管理職が、コーディネーターを受け入れるための心構えづくり
・着任まもないコーディネーターを対象に、他地域とのネットワークを醸成する

目的

受入自治体向け研修およびコーディネーター着任後研修



コーディネーター採用・支援事業の導入自治体・学校の声

 

● 何から着手していいか分からないところからの採用活動だったが、応募につな
がった。 

● 単独で募集しても応募がないことがあるので、１日で５名以上の方と直接コンタ
クトが取れたのは良かった。 

● 他県の募集の様子をみたり、担当の話が聞ける機会なので、ありがたく参加さ
せていただいています。 

● 1回のイベント参加で、良い方と会うことができて採用に結びついて良かった。 

 

 

● 募集から採用までの過程でヒントを掴めて良かった。 

● 実体験に基づく話が非常に参考になった。募集にあたって、コーディネーター
の業務を明確にしていくことが必要だと感じた。 

● ベテランの先生をもってしても、魅力化の文化を定着させることが難しいとおっしゃっ
ていたので、本当に難しいことなんだと改めて思いました。 

 

 

● 同じ立場の方と悩みや課題を共有できた。 
● どこまでが自分の仕事か迷うことが多いので、参加できた他校の様子を聞けて良かっ

た。 

● 他地域のコーディネーターさんと話をすることで自地域の強みや魅力に気づくことが
できた。 

 

 

 

合
同
募
集
説
明
会

受
入
担
当
者
研
修

着
任
後
研
修



求人準備
サイト掲載

個別メール連絡、面談、現地訪問 内定

合
同
募
集
説
明
会

令和５年度 コーディネーター採用・配置支援スケジュール

令和６年度から参画し、令和６年夏～秋に着任した場合の導入スケジュール

令和6年度参画　コーディネーター採用・配置事業

着
任
後
研
修

自
治
体
・
学
校

コ
｜
デ
ィ
ネ
｜
タ
｜

受
入
担
当
者
研
修

受
入
担
当
者
研
修

着任後

  
 〇合同募集説明会日程（オンライン90分程度：年６回）
　・採用に至らなかった場合、また追加の求人を募集する
　　場合は、契約期間内に限り合説に参加可能です。

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

  
 〇受入側研修（オンライン60分：2回）
・採用のノウハウ等の共有
・受入に向けた準備等

〇着任後研修（オンライン90分：2回連続）
・コーディネーターの心構え
・業務のすり合わせ、課題、打ち手の検討

着
任
後
研
修

　　4月　　5月　　6月　　7月　　8月　　9月　　10月　　11月　　12月　　1月　　2月　　3月



個別メール連絡、
面談、現地訪問

内定

合
同
募
集
説
明
会

令和５年度 コーディネーター採用・配置支援スケジュール

※令和６年４月に着任を目指す場合は12月の合同募集説明会からのご参画へ

令和5年度下期参画：コーディネーター採用・配置事業

着
任
後
側
研
修

自
治
体
・
学
校

コ
｜
デ
ィ
ネ
｜
タ
｜

受
入
側
研
修

受
入
側
研
修

着任後

  
 〇合同募集説明会日程（オンライン90分程度：年６回）
　・採用に至らなかった場合、また追加の求人を募集する
　　場合は、契約期間内に限り合説に参加可能です。

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

合
同
募
集
説
明
会

  
 〇受入側研修（オンライン60分：2回）
・採用のノウハウ等の共有
・受入に向けた準備等

〇着任後研修（オンライン90分：2回連続）
・コーディネーターの心構え
・業務のすり合わせ、課題、打ち手の検討

着
任
後
側
研
修

　11月　　12月　　1月　　       2月　　3月　　 4月　   5月　　6月　　7月　　8月　　9月　  10月

1/27 2/20

11/29 1/17 

12/9

求人準備
サイト掲載



コーディネーター
人件費について

（参考資料）
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分類 種類 給料 雇用形態 導入自治体

国 特別交付税措置
地域おこし協力隊
（1人あたり480万円）

報償費等上限
270万円／人

市町村雇用
委託型

島根県（奥出雲町、川本町、飯南町、吉賀町、津
和野町、隠岐の島町　他）、鳥取県（日野町、智頭
町）、岡山県（和気閑谷）、山形県（小国高校）、福
島町（北海道）　他

外部専門家制度
（地域力創造アドバイザー）

年間上限
560万円／人

アドバイザー派
遣

教育に関する専門家の招聘
https://www.soumu.go.jp/ganbaru/jinzai/

地域活性化起業人（企業
人材派遣制度）

年間上限
560万円／人

派遣元企業と自治
体にて協定締結

岡山県（和気閑谷）
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/katsu
you/case_002.htm

地域プロジェクトマネー
ジャー

年間上限
650万円／人

業務委託形式 令和5年度より、一部自治体で活用予定

文科省「普通科改革支援
事業」

年間300～500
万円／校

指定校19校 岩手県大槌高等学校、島根県隠岐島前高校、
愛媛県三崎高等学校　他

国／県／
市町村

地方創生推進交付金 県または自治体
基準

市町村雇用
委託型

※島根県における事例あり
委託型による導入事例あり

県 県一般財源 県基準 雇用

市町村 市町村一般財源 自治体基準 雇用 ※協力隊の任期終了後に会計年度に切り替えるケー
スあり

主な活用例　①地域おこし協力隊　②地方創生推進交付金  ③市町村一般財源　

36

※補足資料（コーディネーター人件費・外部人材活用に関する財源一覧



37令和5年度　総務省資料 https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/832468_7872472_misc.pdf

※補足資料（特別交付税措置：隊員の募集等に要する経費の財源措置）



38

※補足資料（地域おこし協力隊に係る地方財政措置について）

令和5年度　総務省資料 https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/832468_7872472_misc.pdf
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・コーディネーターの全国調査

・インタビュー事例など

・求人情報

・インタビューなど

※参考サイト

https://miryokuka-recruit.jp/

https://cn-miryokuka.jp/

https://miryokuka-recruit.jp/
https://cn-miryokuka.jp/


３．見える化・評価事業
           

40



● 「高校魅力化を進めていくにあたり、高校・地域を取り巻く学習環境の（強み・課題の）

現状把握ができていないために、何から準備を始めたら良いのかわからない。」

● 「地域と高校での目線合わせを行うための対話を行う機会が十分に確保されていない。

対話をする際にも抽象的な議論に留まり、納得度の高い計画策定まで進まない。」

● 「市町村が都道府県立の高校魅力化に関与する理由や、事業の成果をエビデンスを元

に説明ができないために事業開始、事業継続の見通しが立ちにくい。」

「現状の見える化」をする価値とは？

＜全国生徒募集・高校魅力化に取り組む際に伺う悩みの声＞



（現状が見える化されていない状態）

・生徒募集の結果のみ着目し、要因分析ができていない

・地域・高校の特徴が不明瞭なため、打ち手がわからない

・エビデンスがなく、事業効果が測定できていない

教育・地域過疎化スパイラル 地域・教育魅力化スパイラル

若者流出
減少

地域教育
資源・

学級・教員減

生徒減
(→学校統廃合)

生徒・若者の

意欲・能力
誇り・肯定感
減少

高校
魅力減

過疎化
少子化
加速

家族流出

全国各地に広がる悪循環 人づくり・人の流れづくりの好循環

UIターン・
関係人口・
出生率増

地域教育
資源・人材
増

地域留学・
地元入学生

増

生徒・若者の

意欲・能力
誇り・肯定感
醸成

高校
魅力化

地域
活力増

家族定住
教育移住
（一極集中是正）

「現状の見える化」をする価値とは？

3

（現状が見える化されている状態）

・生徒募集の結果につながる要因分析ができている

・地域・高校の強みや課題が共有、発信されている

・事業効果を測定するためのエビデンスが毎年取れている



背景・課題感 ～コーディネーターの必要性～提供価値 ～現状の見える化・評価～

4

高校魅力化評価システム導入により「現状を見える化」し、
「募集活動に活かせるデータ」と「事業評価のエビデンス」を同時に提供

価値
の
源泉

①
現状把握

地域・高校の現状の強み・課題を見える化することにより、
募集活動にも活用できるデータを取ることができます。

②
対話ツール

地域と高校の協働の場面で対話ツールとして活用し、
募集活動を効果的に行うための改善につながります。

③
事業評価

高校魅力化による事業効果（＝生徒・高校・大人の変容）を
測定でき、継続的な予算確保につながります。

提供
価値

全国生徒募集に関する
全国事例に基づく知見

事業評価ツールとして
全国約300校での導入実績 ×



ステップ①：現状の見える化

高校の生徒、教員、そして高校教育に関係する地域の大人等に対して、Webアンケ―ト調査を
実施し、地域・高校の魅力・強み、課題・伸びしろが、ひと目でわかる分析結果を提供

他地域比較
同じように取り組む他校・他地域と比べて、
自校・自地域の現状がわかる。

項目別比較
自校・自地域の大事にしたい項目は
伸びているかがわかる。

学年別比較
毎年の入学生状況など、
学年ごとの凸凹がわかる。

経年比較
入学者数以外で、
取組みの効果の有無がわかる。

✓生徒向け

✓原則、回答校の全生徒対象

✓70-90問程度の選択形式（Webアンケート）

✓大人向け

✓回答校の教職員・コーディネーター・その他回答
校に関わる地域の大人等（30名程度想定）

✓30問程度の選択形式（Webアンケート）

支援内容案  ～「高校魅力化評価システム」の導入～

弊財団と三菱UFJリサーチ&コンサルティング社が開発した、
「生徒の成長」と「学びの土壌（学習環境）」等を見える化し、

エビデンスと対話による政策マネジメントを促進するための評価ツール。
令和3年度には全国42都道府県の296高校（103,951名）が活用。

【提供されるデータ】

5



活用の流れ：高校魅力化評価システムを用いたPDCA推進

現状把握
＝本評価システム実施①

次の一手の
対話・共創

＝オンライン集合研修

アクションの
実行・改善

振り返り・
事業評価

＝本評価システム実施②

1 2 ３

高校・地域が
協働する研修を実施

高校・地域の現状
を定量的に見える化

（学校・自治体のアクション）

高校魅力化評価システム導入により、
年間を通じたPDCAサイクルの推進を支援します。

・本評価システム導入校向けオンライン集合研修を実施
・次の一手を打ち出すための、対話・共創の場を提供

・年度内で同項目の2回目アンケート実施が可能
・事業効果を測定するエビデンスにより、継続的な予算確保に

・生徒向け、大人向けアンケートを実施
・オープンスクール、生徒募集説明会等でもデータ活用①現状把握

（6-7月）

②対話ツール

（8-9月）

③事業評価

（10-12月）

（活用場面）「地域の魅力や資源について考えるなどの項目で高い数値が出ているのが、
自校・自地域の特徴として言えそうだ。生徒募集の中でも強調して発信していこう。」

（活用場面）「今年の入学生は、学びの意欲に関わる数値が高く出ているようだ。要因に
ついて、高校とも対話の機会を設け、新たな強みとなるよう協働を進めていこう。」

（活用場面）「3年間魅力化に取り組んできたが、特に「社会性」に関わる数値は、3年間
で大きく伸びている。事業効果として、対外的にも積極的に発信していこう。」 6

高校と①〜③の
流れを事前確認

0



中長期的な活用イメージ：

高校・地域が
協働する研修を実施

高校・地域の現状
を定量的に見える化

高校魅力化評価システム導入により、
最短3カ年計画でPDCAサイクルの推進を支援します。

・新入生を含む、昨年度の同時期との比較が可能に
・２、3年生については、昨年度からの伸びを把握

・評価システムを導入して3年目で、入学時から3年次までの伸びを把握
・3カ年の推移から、今後強化すべき時期などの対策に役立てることが可能に

・起点となるデータを収集
・現状の強み、弱みを見える化現状把握

（1年目）

経年比較

（2年目）

3カ年の伸び

（3年目）

（活用場面）「今年度の結果から、現時点での強みは〇〇、弱みは△△だと見られる。」

（活用場面）「今年の入学生は、昨年度と比較して、〇〇な特徴が見られている。」

（活用場面）「3カ年の推移を振り返り、今後は〇〇の時期に取り組みを強化したい」
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【地方創生価値の証明例】

UIターン意向の増加率を測る

【探究の成果の証明例】

地域と関連させた
探究学習の効果を測る

【生徒募集へ活かす事例】

他校にはない魅力を

明らかにする

「将来、自分の今住んでいる地域で働きたいと思う」

「この学校を中学生におすすめできる」が昨年度比10％増

➞議会で地方創生効果の結果として提示。

「地域の魅力や資源について考える」が

7月→12月で10％増。

➞地域に根差した探究の定着の根拠に。

「挑戦する人に対して、応援する雰囲気がある」が

全国平均より10ポイント高い

➞募集PRの場面や説明会でも強みとして紹介。

活用例

具体的な活用シーン



出力されるデータイメージ（一部抜粋）
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1

A高校1年 全国値（2022）

結果データを用いて、
各地域の現状を見え
る化し、今後の具体
的な計画策定に役立
てていただけます。



(一財) 地域・教育魅力化プラットフォーム

令和６年度各種支援事業費用
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42

令和6年度
支援事業

①地域みらい
留学

➂現状の
見える化・評価

②コーディネーター
採用・配置

期待成果

募集枠の充足
+

入学後3年間の
暮らし・学びの充実

課題

募集活動のPDCA推進・継続的な
予算確保に向けたエビデンスづくり

①の募集活動を企画・推進し、
入学後3年間を支える人員確保

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ /ーﾊｳｽﾏｽﾀ /ー公営塾ｽﾀｯﾌ等）

高校存続・定員充足に向けた
募集広報～受入れまでのプロセスづくり

募集枠の充足
+

自地域の事業評価
を通したエビデンス

募集枠の充足

③

②

①

3つの重点課題に取り組むための各種支援事業を展開

高校魅力化の起点となる「全国生徒募集」 【再掲】全国生徒募集・高校魅力化の課題と打ち手（各種支援事業）

42



  令和６年度地域みらい留学・各種支援事業費用

43

②コーディネーター
採用・配置

①地域みらい留学

③現状の見える化・
評価

合計 165万

88万

55万

22万 ●
110万 140万

令和６年度
支援事業案

費用
（税込）

基本 パッケージ

●
●

（約15％off)

３つの重点課題に取り組み、成果により結びつけるために
各種支援事業をパッケージ化して提供

●
●
●

追加出展料　対面１回出展　追加なし
　　　　　　対面２回出展　＋275,000円（税込み）
　　　　　　対面３回出展　＋495,000円  (税込み)（55,000円割引）



 令和6年度地域みらい留学等ご参画スケジュール

※参画にあたってご不明な点等は、事務局宛に個別に相談ください。

10月

12月

2月

1月

11月 11月上旬　交付金申請準備
11月中旬～12月下旬　
　　　　　交付金申請手続き
　　　　　　　　　　（詳細別途）

➢ 10/3（火）・6（金） 15:30～17:00　
　　 令和6年度地域みらい留学及び各種支援事業説明会

➢ 10月末   令和6年度参画仮申込書（様式１）の提出

　
　　●12/14（木)・12/19（火）15:30～17:00
　　　　　　　令和6年度次年度準備説明会①

➢ 2月末   契約確認書（様式２）の提出
➢ 2月末　参画仮申込書の修正を提出（様式３）

➢ 3月中旬～契約書締結
　　●4月以降　令和6年度次年度準備説明会② 44

3月



令和６年度デジタル田園都市
国家構想交付金

45



 【参考】 地方創生推進交付金　～令和5年度概要～

46



3247D:全国の自治体間での共学共創による全国・海外へのスケールアウト（拡散・増殖）

B:高校×地域
（高校生の地域づくりへの参画・挑戦）

中学×地域

「地域みらい留学」
生徒数

卒業後も地域に関わっ
た大学生・社会人数＋ ＋地域外からの

高校への応援者数

KPI①（アウトカム）「高校を核とした関係人口」の数 地域を担う人づくり・
新たな若者の流れづくり

C:卒業生関係人口化
（地域内外の大学生・社会人の

高校・地域・企業との関わり・絆づくり）

これまでの島根県の取組ス
コープ
（交付金横展開モデル活用）

KPI②（アウトプット）
「都市部での地方高校全国説明会」

参加者数

KPI③（アウトプット）
「地域課題解決学習全国大会」

高校生参加者数

KPI④（アウトプット）
「共学共創ネットワーク」

参加自治体・学校数

A:地域みらい留学
（都市部の中学生→地方の高校進学）

高校魅力化の起点となる「全国生徒募集」【再掲】 高校を核とした新たな人づくり・人の流れづくり
～中学卒業段階で地方の高校進学を日本の当たり前にする～

A:【地域みらい留学】都市部の中学生に地方の高校進学という選択肢をつくる 
B:【高校×地域】高校と地域の協働により魅力ある教育環境をつくる

C:【卒業生関係人口化】卒業生が地域と関わり続ける仕組みをつくる 
D: A～Cを全国の自治体間で共学共創し全国・海外へスケールアウト(増殖・拡散）させる

47
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地方創生交付金
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 地方創生推進交付金　～令和5年度採択状況～

48

・令和２年度事業費：１,０２３百万（国費 ５１２百万）

・令和３年度事業費：１,４２３百万（国費 ７１２百万）

・令和４年度事業費：１,６０３百万（国費 ８０２百万）

・令和５年度事業費：１,７１４百万（国費 ８５７百万）

プロジェクト名

採択期間

参加自治体数
（共同申請）

予算規模

参加自治体

高校を核とした新たな人づくり・人の流れづくりプロジェクト

令和２年度～令和６年度（５年間）

69団体（島根県内18自治体／県外51自治体・団体）

※都道府県は5県が参画 

■都道府県

島根県/群馬県/福井県/香川県/佐賀県

■市町村

島根県松江市/島根県浜田市/島根県出雲市/島根県益田市/島根県大田市/島根県安来市/島根県江津市/島根県雲南市/島根県仁多郡奥

出雲町/島根県飯石郡飯南町/島根県邑智郡川本町/島根県邑智郡美郷町/島根県邑智郡邑南町/島根県鹿足郡津和野町/島根県鹿足郡吉

賀町/島根県隠岐郡海士町/島根県隠岐郡隠岐の島町/北海道松前郡福島町/北海道奥尻郡奥尻町/北海道中川郡音威子府村/北海道網走

郡美幌町/北海道網走郡大空町/岩手県花巻市/岩手県遠野市/岩手県岩手郡葛巻町/岩手県和賀郡西和賀町/岩手県気仙郡住田町/岩手県

上閉伊郡大槌町/岩手県九戸郡九戸村/宮城県加美郡加美町/宮城県本吉郡南三陸町/山形県最上郡最上町/山形県西置賜郡小国町/山形

県飽海郡遊佐町/福島県南会津郡只見町/福島県大沼郡金山町/群馬県/新潟県東蒲原郡阿賀町/福井県坂井市/白馬山麓事務組合/静岡県

伊豆市/静岡県榛原郡川根本町/滋賀県甲賀市/兵庫県美方郡香美町/奈良県五條市/岡山県和気郡和気町/広島県山県郡安芸太田町/広島

県北広島町/広島県豊田郡大崎上島町/香川県/愛媛県上浮穴郡久万高原町/宮崎県えびの市/鹿児島県肝属郡南大隅町/鹿児島県熊毛郡

屋久島町/鹿児島県大島郡喜界町/北海道夕張市/北海道苫前町/北海道礼文町/北海道湧別町/北海道むかわ町/北海道鹿追町/北海道白

糠郡白糠町/三重県松阪市/佐賀県玄海町/鹿児島県西之表市/沖縄県久米島町

令和2年度に広域連携の先駆タイプで採択され、今年度で4年目（残2年間）

→令和7年度以降については現段階で未定（今後検討）



デジタル田園都市国家構想交付金
（地方創生タイプ）

「高校を核とした新たな人づくり人の流れづくりプロジェクト」
におけるKPIと自主財源の確保について

2023年10月



●KPI①：「高校を核とした関係人口」の数

●KPI②：「都市部での地方高校全国説明会」参加者数

●KPI③：「地域課題解決学習全国大会」高校生参加者数

●KPI④：「共学共創ネットワーク」参加自治体・学校数

 KPIの指標

2



●KPI①：「高校を核とした関係人口」の数

　　○「地域みらい留学生徒数」→入学者数

　　○「卒業後も地元に関わった大学生・社会人数」

　　　→高校卒業後に地域企業・自治体と一緒にプロジェクトに取り組んだ

　　　　 大学生や社会人の人数

　　○「地域外から高校への応援者数」

      →地域の高校へふるさと納税等を通じて寄附した者の数

地方への高校進学を当たり前の世界にし、

移住や関係人口を創出することを目的としているこのプロジェクトでは、

成果として下記が創出されるため、「高校を核とした関係人口」と定義し、

アウトカムベースの指標として設定

 KPIの指標

3



●KPI②：「都市部での地方高校全国説明会」参加者数

　　○「地域みらい留学フェスタ」（合同説明会）の参加者数

本プロジェクトの入り口となる「地方の高校進学という選択肢づくり」の活動量を示す事業のアウト

プット指標として設定。

 KPIの指標

4

●KPI③：「地域課題解決学習全国大会」高校生参加者数

　　○「全国高校生マイプロジェクトアワード（カタリバ）」にエントリ-

　　　されたプロジェクト件数（連携自治体のある道県）

本プロジェクトの核とある「地域と高校の協働による魅力ある教育環境づくり」の取組が浸透し、地域のこ

とを考え、実践に移す高校生が増えた成果として増加が期待される指標。

●KPI④：「共学共創ネットワーク」参加自治体・学校数

　　○「地域みらい留学」に参画している学校（自治体）数

本プロジェクトの全国への広がりや意識の高まりを計測する指標。



32 5D:全国の自治体間での共学共創による全国・海外へのスケールアウト（拡散・増殖）

B:高校×地域
（高校生の地域づくりへの参画・挑戦）

中学×地域

「地域みらい留学」
生徒数

卒業後も地域に関
わった大学生・社会人

数

＋ ＋地域外からの
高校への応援者数

KPI①（アウトカム）「高校を核とした関係人口」の数 地域を担う人づくり・
新たな若者の流れづくり

C:卒業生関係人口化
（地域内外の大学生・社会人の高校・
　　　地域・企業との関わり・絆づくり）

これまでの島根県の取組スコープ
（交付金横展開モデル活用）

KPI②（アウトプット）
「都市部での地方高校全国説明会」

参加者数

KPI③（アウトプット）
「地域課題解決学習全国大会」

高校生参加者数

KPI④（アウトプット）
「共学共創ネットワーク」
参加自治体・学校数

A:地域みらい留学
（都市部の中学生→地方の高校進学）

高校魅力化の起点となる「全国生徒募集」 高校を核とした新たな人づくり・人の流れづくり
～中学卒業段階で地方の高校進学を日本の当たり前にする～

A:【地域みらい留学】都市部の中学生に地方の高校進学という選択肢をつくる 
B:【高校×地域】高校と地域の協働により魅力ある教育環境をつくる

C:【卒業生関係人口化】卒業生が地域と関わり続ける仕組みをつくる 
D: A～Cを全国の自治体間で共学共創し全国・海外へスケールアウト(増殖・拡散）させる

5

内閣府 
地方創生交付金
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●地域ファンドレイズ

　　クラウドファンディング

　　ふるさと納税

　　地域住民からの事業協力金

 自主財源

6

●企業版ふるさと納税

　 当該プロジェクトの趣旨を説明し

　　企業から賛同を得る



 自主財源（有識者からのコメント）

7

・各自治体の地方創生にどのような効果があったのか
 取りまとめること。

・交付金による支援終了後に、どのように予算や人を
 集めて自走していくのかを整理すること。

・企業版ふるさと納税や地域ファンドレイズによる寄附
 実績について、他の自治体にも展開することで、自走
 に向けての財源確保に努めること。

有識者からのコメント



 自主財源（事例）

8

A町■「高校を支援する会」への寄付
→元々廃校を阻止するためにできた町民主導の会が、
　「高校を支援する会」に代わり、引き続き寄付を集めている。

B町■ふるさと納税
→「高校魅力化プロジェクトへの寄付金」を設け、
　企業、卒業生などから寄付を集めている。

C町■企業版ふるさと納税
→委託して広報等し、全国の企業から寄付を集めている。

D町■企業版ふるさと納税
→チラシ配布、SNS発信にて寄付を集めている。



 ＜参考＞交付金項目

9

※自主財源の検討・導入に向けて、下の赤囲いの項目に計上していただけます。



  令和６年度参画スケジュール
及び提出書類について

49
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①令和6年度参画申込・契約関係  ②デジタル田園都市国家構想交付金 
③事業実施スケ

ジュール（3年）  

主な

対象 
高校、市町村、都道府県担当者  自治体（交付金申請部局）担当者 

高校、市町村、 

都道府県担当者 

10月 

◆10/3（火）、10/6（金） 

□地域みらい留学及び各種支援事業詳

細説明会 

 

□令和６年度参画仮申込書 

（様式１）の提出 

提出〆切：10/31（火） 

自治体（交付金申請部

局）にて 

申請準備 

↓ 

地域・教育魅力化プラット  

フォームにて対応 

↓   

11月 

□11/上旬　申請書類

提出依頼 

提出〆切：11／中旬  

12月 

 

 

 

□契約確認書の提出（様式２） 

□参画仮申込書変更届（様式３） 

 提出〆切：2/末

□市町村チェック依頼

①（旧様式） 

回答〆切：12/中旬  

12/初旬　弊財団から島根県へ提出 

12/中旬　前年度様式（旧様式）完成 

→市町村チェック依頼①（旧様式） 

→修正内容弊財団から島根県へ 

→12/下旬　修正内容反映 

 

 

◆12/14（木)

・12/19（火） 

15:30～17:00 

□令和6年度次

年度準備説明会

① 

 

 デジタル田園都市国家構想交付金　～令和5年度申請の流れ～ 令和６年度地域みらい留学等参画スケジュール（別紙）
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 デジタル田園都市国家構想交付金　～令和5年度申請の流れ～　提出書類について（令和５年度と様式を変更しています）

参画仮申込書（様式１）　 契約確認書（様式２）  

提出〆切１０月末 提出〆切２月末



52

　提出書類について（出展料金について）

参画仮申込書（様式１）記入例　

提出〆切１０月末 
（申込内容に変更がある場合は、2月末に変更届（様式３）をご提出ください） 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 デジタル田園都市国家構想交付金　～令和5年度申請の流れ～提出書類について（必ずご確認ください）

参画仮申込書（様式１）　

契約確認書（様式２）

● 令和6年度の「地域みらい留学」と「各種支援・交付金」の概要に関して、高校・自治
体ともにご確認のうえ本書を提出ください。 

● 契約者、契約日等を確認した後、学校・自治体様と、弊財団にて契約書を締結した
時点で参画手続きが完了となります。なお、議会等の議決が得られない場合は本書
は無効となります。（変更をする場合には、（様式３）変更届を提出ください。） 

● （交付金に関して）令和6年度デジタル田園都市国家構想交付金を申請されるために
は、「地域みらい留学」へのご参画が必須となります。また、広域連携でプロジェクト
全体の評価・PDCAを推進し、R7以降の次期交付金のエビデンスづくりに向けて、
「現状の見える化・評価」を含めたパッケージでの申請を推奨しております。 

● 登録料の振込期限は、令和6年6月末とさせて頂いています。特に指定がない場合
は、請求日は令和6年6月1日とさせて頂きます。 

● 追加出展料は、登録料とまとめて一括で支払うか、別途支払うか選択ください。 
● 契約書については見本をご確認ください。 

 
　　※申請様式は10月6日（金）に送付させていただきます。 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